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本レポートは日本メンバーの便宜のため英語から日本語に翻訳したものです。グローバ

ル CCSインスティテュートは、本レポートの日本語版に翻訳された内容の正確性、信頼

性、または完全性を保証するものではありません。 
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要旨  
2009年に創設された欧州CO2回収貯留（CCS）実証プロジェクトネットワーク（ネットワーク）は、このクリーン
な低炭素技術についての知識共有と開発支援を目的とした主要な大規模CCSプロジェクトの唯一の集まり

である。 

本質的にCCSは、地球温暖化の原因である主要な温室効果ガスである二酸化炭素（CO2）の大気中への排

出を大幅に削減することができるため、気候変動への戦いに不可欠な技術の一つである。CCSは（ガスや

石炭、バイオマスを燃料に使用する）発電部門からの排出を回収することができ、産業部門（鉄鋼、鉄、セメ

ント、化学薬品、肥料、エタノール、ガス精製、紙等）における排出量を大幅に削減する唯一の方法である。

このグリーンテクノロジーの展開を成功させることによって、産業分野における持続可能でフレキシブルな機

会の創造が可能となる。この技術によって欧州は環境面、経済面で持続可能な産業基盤を持つことができ、

欧州の複数の工業地帯で雇用が維持、創造できるため、大きな市場機会を持つと期待されている。欧州の

2050年までの気候変動目標を達成するためのコストは、CCSを利用しない場合には、（主に設備利用率と

電力需要状況により）発電部門だけで40%超も大幅に増大し、CCS 以外に選択肢のないほとんどの産業

部門にとって文字通り「値が付けられない程」高額となるであろう。1 

2012年には、ネットワークは、当該技術の商業展開の実証や発生する問題への対処、発電及び工業生産

に対し、このクリーンな方法を地球規模で広く普及させる道筋をつけることを目指す、操業中または開発中

の欧州における6つの主要な大規模CCSプロジェクトで構成されていた。2012年のネットワーク加盟プロジェ

クトは、Bełchatów （ポーランド）2、Compostilla （スペイン）、 Don Valley （英国）、 Porto Tolle （イタリア）、 

ROAD （オランダ）及びSleipner （ノルウェー）であった。 

本報告書は、ネットワークの進捗や課題、学んだ教訓についての新たな年次出版物の初版である。本報告

書は、6カ月ごとの調査によるデータに主に基づいており、2012年に開催されたネットワークの複数のウェビ

ナーやワークショップ、知識普及イベントからの情報によって補足したものである。これらのワークショップは、

同業者との学習の重要な側面であり、欧州内及び国際規模の両方において他の大規模プロジェクトと共に

開催され、多くの研究プロジェクトとも開催された。CO2モニタリング技術や市民関与活動、規制及び許可の

進捗並びに貯留の特性に関する議論を含む広範なテーマが取り上げられた。 

本報告書は、CCSの必要性や欧州における位置付け、ネットワーク及び個々のプロジェクトの概要につい

て概観できるように構成されている。第二部は、よりテーマに基づいたものとなっており、回収、輸送及び貯

留の分野、並びに規制の策定や市民関与といった CCSの展開を実現する手立てにおけるこれら 6つのプ

ロジェクトの進捗及び得られた教訓について詳述している。これらテーマごとのセクションそれぞれでは、ネッ

トワーク加盟プロジェクトの個別データや教訓を述べる前に、これらの先駆的プロジェクトが進展している背

景を示すために、全般的な情報を提供している。本報告書は最後に、欧州における操業の枠組み並びにビ

ジネス立ち上げの詳細に触れている。 

本報告書では、これらのプロジェクトが展開に向けて進捗しているものの、当初期待していた程早くは進んで

いない点を強調している。許可取得の遅れに直面しているプロジェクトがある一方で、開発中のプロジェクト

のほとんどは、この重要な低炭素技術を欧州で大規模に実証するための適切な資金提供やインセンティブ

がないために、（プロジェクトを建設して操業できるようにする）最終投資判断に至るに際して大きな困難に遭

遇している。CCSの展開に伴う技術的障害やリスクは何もないにもかかわらず、発電部門においては、これ

までCCSは大規模に展開されていない。米国やカナダ、オーストラリア、中国のプロジェクトが積極的に開発

されている一方で、プロジェクト開発や技術開発で当初はリードしていたにもかかわらず、欧州のプロジェクト

は進捗が遅れ始めている。CCSの開発が盛んでないことは、欧州並びに炭素が制約される将来における欧

州の長期的な競争力にとってリスクとなるであろう。  

2012年には、ネットワーク自体に多くの変化があった。操業中のプロジェクト（Sleipner）がネットワークに加

わって、他のプロジェクトに有用な情報が多くもたらされることとなり、他のプロジェクトの展開の加速に役立

った。残念なことに、1つのプロジェクト（Jänschwalde）が保留となってネットワークを脱退し、続いて2013年

初めに2つ目のプロジェクト（Bełchatów）が中止になった。現在はグローバルCCSインスティテュート、

                                            
1 IEA, Technology Roadmap: Carbon Capture and Storage, 2013 
2 プロジェクトは 2013年初めに中止された。 
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IFPEN、TNO及びSINTEFで構成されているネットワークの事務局にも変化があった。 

ネットワークは、燃焼後回収発電プロジェクト（ROAD、Porto Tolle）2つ、ガス精製プロジェクト（Sleipner）、

酸素燃焼発電プロジェクト（Compostilla）及び石炭ガス化複合発電（IGCC）プロジェクト（Don Valley）で構

成されている。Sleipnerは、現在操業中の唯一のプロジェクトである。全てのプロジェクトが、それぞれ年間

100万トン超のCO2を90%超の回収率で回収する予定である。回収部分に、最大の資本コスト及び操業コス

トが発生する。プロジェクトによると、SOxとNOx（硫黄と窒素の不純物）が、スリップストリームガス中に予想

される最も一般的な不純物である。 

ネットワークに加盟のすべてのプロジェクトが、回収したCO2の輸送にパイプラインを使用する予定である。4

つのプロジェクト（Don Valley、Porto Tolle、ROAD及びSleipner）は、海底パイプラインを使用する（意向で

ある）。パイプラインの入口圧力は合計で129～180バール、入口温度は30～80℃の予定である。 

貯留に関しては、陸上の塩水層から海底の枯渇ガス貯留層並びにCO2 石油増進回収の活用までの広範な

貯留サイトが、使用されていたり調査されたりした。Compostilla、Don Valley及びSleipnerの操業坑底圧力

及び推定坑底圧力は80～248バール、圧入速度は30～70 kg/秒である。 

加盟プロジェクトは、市民関与が、回収や輸送、貯留インフラの展開を進めるための重要な活動のひとつで

あると考えている。総合的な結論として事業者は、直接的な関与が最も効果的な交流の形式であり、絶えず

メッセージを発することが非常に重要であると確信している。 

許可の交付や規制の策定に関しては、ROADプロジェクトの貯留許可について欧州委員会による審査が順

調に行われ、2012年2月に欧州委員会から、CCS指令に基づいて提出される最初の許可意見（2回目の意

見は圧入前に出る予定）が出された。Don Valley プロジェクトは、北海南部の予定している塩水貯留サイト

について、その貯留評価免許を取得している。これは、英国で交付されたこの種の最初の免許であり、この

煩わしい評価に従って、2013年夏には順調に掘削が行われた。Bełchatów 及び Compostillaのプロジェク

トは、輸送の最終化及び実施並びにそれぞれの当局による規制体制の策定が依然として必要である。

Porto Tolleプロジェクトは、そのベースプラントの環境影響評価の再提出が必要である。 

 

本報告書で概略を述べたデータや概要は注意して扱う必要があることには、結果として留意
しなければならないものの、ネットワークに多様なデザインや回収・貯留量、立地等が含まれ
ていることによって、豊富な情報を得ることができる。得られた現状のデータセットには限界が
あることが分かっており、ネットワークの将来の成果を向上させるための作業が、現在進行中
である。 
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緒言 
2009年、欧州委員会（EC）は、この極めて重要な低炭素技術の展開を支援し加速させるために、欧州炭素

回収貯留（CCS）実証プロジェクトネットワークを設立した。この世界初の知識共有ネットワークには、CCSプ

ロジェクトの主要な事業者及びオペレータが集まり、相互の利益のために技術データを交換し、個別のテー

マについてワークショップを開催している。経験を共有することによって、複数のプロジェクトから成るこのコミ

ュニティーは、プロジェクト案のリスク回避及びコスト削減に役立っており、良好で安全、経済的に実行可能

なCCSの幅広い展開の実現を目指している。  

欧州CCS実証プロジェクトネットワーク：状況報告書2012は、ネットワークの進捗や課題、学んだ教訓につい

ての新たな年次出版物の初版である。本報告書は、技術としてのCCSに関する技術面や規制面、プロジェ

クトマネジメント面での個別の考察について何等かの関心を持つ人々に向けたものであり、6カ月ごとに行わ

れるプロジェクトの調査を通して共有されたデータに主に基づいている。これまでに開催された複数のワーク

ショップからの主な結論も盛り込まれており、加盟プロジェクトの総合的で有用な検討を行い、学んだ教訓を

示している。 

欧州CCS実証プロジェクトネットワークは、大規模で先駆的なCCSプロジェクトの唯一の集まりであり、回収

や輸送、貯留に関する幅広いポートフォリオが示されている。しかしながら、多くのプロジェクトの進捗が、

様々な理由によって難しくなっている。ネットワークは最も差し迫った問題に対処すべく努力しており、本報告

書には主な知見が含まれている。2012年中に取り上げられた技術面や管理面、規制面に関する多くのテー

マについて情報が提供されている。2013年には、最新の情報がネットワークから発表される予定であること

に留意されたい。 

本報告書の本文中のデータの解釈や誤解は、事務局によるものである。2012年に提供された公開生デー

タは集約され、元々の形式で付属文書 1に示されている。 
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